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トッパンホールは高度な空調管理システムを有し適切な換気を行うとともに、ウイルス除去対策として、ホール内すべてのエリアにオゾン燻蒸ならびに光触媒コーティングを施しております。

　海外アーティストの入国、来日公演が厳しく制限

されたコロナ禍の2021年1月、アレクサンドル・

メルニコフは、トッパンホールのオファーを受け、

入国時の2週間の待機期間を承知のうえで来日。

チェンバロ、2台のフォルテピアノ、スタインウェイと

4台の楽器をステージに並べ、J.S.バッハからシュニ

トケに至る7人の作曲家の〈幻想曲〉を華麗に弾き分け、

渇き切っていた私たちの耳と心、そして脳裡を、清浄

で豊かな水で潤すが如くに癒してくれた。

　その後も精力的な来日は続いた。アンドレアス・

シュタイアーとの師弟共演、さらにはファビオ・

ルイージ指揮によるN響とのモーツァルトの協奏曲

等、わずか1年半余りの間に何度も日本の音楽シーン

に登場、形を様々に変えながら注目すべき公演を

繰り広げた。そればかりではない。今後の海外のス

ケジュールに目を向けると、フランソワ=グザヴィエ・

ロト、ホリガーをはじめ、アンサンブル・レゾナンス、

バーゼル室内管など、いまをときめく音楽家（団体）

との共演が目白押し、飛躍的に活躍の場を広げている。

そんなメルニコフが、早くもトッパンホールに再登場

する。

　今回は、一見、意外とも感じさせるフランス・

プログラム。しかし、前回の、4台の楽器を駆使

しての〈幻想曲〉を聴いた人ならば、必ずやこちらも

聴いてみたいと思わせるドビュッシー《前奏曲集》

第2集と、ベルリオーズ作曲（リスト編曲）の

《幻想交響曲》である。様々なピアノを自在に操る

術
すべ
を熟知したメルニコフならではの、繊細な感受性

で汲み取った瑞々しいドビュッシー、前回から引き

続く〈幻想〉をキーワードにベルリオーズ=リストが

描いた壮大な絵巻物への挑戦と、絶好調なメルニコフ

の果てしない冒険が続く。




